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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

当社は、平成19年10月１日付で岐阜車体工業㈱を株式交換により完全子会社とした。これに伴い、同社が

保有していたトヨタ自動車株式（親会社株式）を、会社法第135条第３項の規定に基づき、平成20年３月末

に売却した。この売却益について、当初は岐阜車体工業㈱の個別貸借対照表上の取得原価を基に売却益を計

上していたが、連結上は、同社の連結受入時点での時価を簿価として、売却損益の修正を行うべきであるこ

とが判明したため、当該会計処理について修正を行った。

　その結果、平成20年６月26日に提出した第93期（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）有価証券

報告書の記載内容の一部に訂正すべき事項があるため、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、

有価証券報告書の訂正報告書を提出するものである。

なお、訂正後の連結財務諸表については、あらた監査法人により再度監査を受け、その監査報告書を添付

している。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第１　企業の概況

　　１　主要な経営指標等の推移

　　　(1) 連結経営指標等

　第２　事業の状況

　　１　業績等の概要

　　　(1) 業績

　　７　財政状態及び経営成績の分析

　　　(2) 経営成績について

　　　　①概要

　　　　⑤特別損益

　第５　経理の状況

　　１　連結財務諸表等

　　  (1) 連結財務諸表

　　　　①連結貸借対照表

　　　　②連結損益計算書

　　　　③連結株主資本等変動計算書

　　　　④連結キャッシュ・フロー計算書

　　　　注記事項

　　　　(有価証券関係)

　　　　(企業結合等関係)

　　　　(１株当たり情報)

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示している。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

(訂正前)　2ページ

回次 第93期

決算年月 平成20年３月

売上高 (百万円) 1,571,519

経常利益 (百万円) 22,499

当期純利益 (百万円) 13,107

純資産額 (百万円) 227,456

総資産額 (百万円) 486,767

１株当たり純資産額 (円) 1,915.10

１株当たり当期純利益 (円) 114.61

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ―

自己資本比率 (％) 46.0

自己資本利益率 (％) 6.1

株価収益率 (倍) 17.40

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 73,576

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △40,775

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △7,059

現金及び現金同等物
の期末残高

(百万円) 69,036

従業員数
[外、平均臨時従業員数]

(人)
16,067
[7,353]

　<後略>
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(訂正後)

回次 第93期

決算年月 平成20年３月

売上高 (百万円) 1,571,519

経常利益 (百万円) 22,499

当期純利益 (百万円) 11,305

純資産額 (百万円) 227,456

総資産額 (百万円) 486,767

１株当たり純資産額 (円) 1,915.10

１株当たり当期純利益 (円) 98.86

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ―

自己資本比率 (％) 46.0

自己資本利益率 (％) 5.2

株価収益率 (倍) 20.17

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 73,576

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △40,775

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △7,059

現金及び現金同等物
の期末残高

(百万円) 69,036

従業員数
[外、平均臨時従業員数]

(人)
16,067
[7,353]

　<後略>
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1)業績

(訂正前)　9ページ

　<前略>

利益については、新製品準備費用の増加などに対し、売上高の増加に加え、当企業集団あげての合理化

活動を進めた結果、経常利益は、22,499百万円と前連結会計年度に比べ1,608百万円（7.7％）の増益と

なった。当期純利益は、連結子会社となった岐阜車体工業㈱が保有していたトヨタ自動車㈱株式の売却益

を特別利益に計上するとともに、過年度の役員退職慰労引当金および製品保証引当金などを特別損失と

して計上した結果、13,107百万円と前連結会計年度に比べ184百万円（1.4％）の減益となった。 

　<後略>

　

(訂正後)

　<前略>

利益については、新製品準備費用の増加などに対し、売上高の増加に加え、当企業集団あげての合理化

活動を進めた結果、経常利益は、22,499百万円と前連結会計年度に比べ1,608百万円（7.7％）の増益と

なった。当期純利益は、特別損失として過年度の役員退職慰労引当金および製品保証引当金を計上したこ

とや、連結子会社となった岐阜車体工業㈱が保有していたトヨタ自動車㈱株式の売却損の計上などによ

り、11,305百万円と前連結会計年度に比べ1,986百万円（14.9％）の減益となった。 

　<後略>
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７【財政状態及び経営成績の分析】

(2)経営成績について

(訂正前)　14ページ

①概要

当連結会計年度は、売上台数は、前連結会計年度に比べ３千台（0.5%）減の74万２千台となったが、

新型ランドクルーザーのシャシー生産開始や車種構成の変動などにより、売上高は1,571,519百万円と

前連結会計年度に比べ138,720百万円（9.7%）の増収となった。 

　利益については、経常利益は22,499百万円と前連結会計年度に比べ1,608百万円（7.7%）の増益と

なった。また、特別利益として親会社株式売却益1,993百万円と、特別損失として過年度役員退職慰労引

当金繰入額および製品保証引当金繰入額など2,867百万円を計上した結果、当期純利益は、13,107百万

円と前連結会計年度に比べ184百万円（1.4%）の減益となった。

<中略>

⑤特別損益

特別利益1,993百万円は、当連結会計年度から連結子会社となった岐阜車体工業㈱が保有していたト

ヨタ自動車㈱株式を売却したものである。また、特別損失2,867百万円は、当連結会計年度から役員退職

慰労引当金を計上することに変更になったことに伴い、その過年度相当額を過年度役員退職慰労引当

金として繰り入れたことや、製品保証引当金を繰り入れたことなどによるものである。

　

(訂正後)

①概要

当連結会計年度は、売上台数は、前連結会計年度に比べ３千台（0.5%）減の74万２千台となったが、

新型ランドクルーザーのシャシー生産開始や車種構成の変動などにより、売上高は1,571,519百万円と

前連結会計年度に比べ138,720百万円（9.7%）の増収となった。 

　利益については、経常利益は22,499百万円と前連結会計年度に比べ1,608百万円（7.7%）の増益と

なった。また、特別損失として過年度役員退職慰労引当金繰入額や製品保証引当金繰入額および親会社

株式売却損など3,897百万円を計上した結果、当期純利益は、11,305百万円と前連結会計年度に比べ

1,986百万円（14.9%）の減益となった。

<中略>

⑤特別損益

特別損失3,897百万円は、当連結会計年度から役員退職慰労引当金を計上することに変更になったこ

とに伴い、その過年度相当額を過年度役員退職慰労引当金として繰り入れたことや、製品保証引当金を

繰り入れたこと、また、当連結会計年度から連結子会社となった岐阜車体工業㈱が保有していたトヨタ

自動車㈱株式の売却損などによるものである。
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第５【経理の状況】

２　監査証明について

(訂正前)　30ページ

当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３

月31日）の連結財務諸表および前事業年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）の財務諸表に

ついて、並びに、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当連結会計年度（自　平成19年４月１

日　至　平成20年３月31日）の連結財務諸表および当事業年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31

日）の財務諸表について、あらた監査法人による監査を受けている。

　

(訂正後)

当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３

月31日）の連結財務諸表および前事業年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）の財務諸表に

ついて、並びに、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当連結会計年度（自　平成19年４月１

日　至　平成20年３月31日）の連結財務諸表および当事業年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31

日）の財務諸表について、あらた監査法人による監査を受けている。

　なお、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、有価証券報告書の訂正報告書を提出しているが、

訂正後の連結財務諸表について、あらた監査法人による監査を受け、改めて監査報告書を受領している。
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１【連結財務諸表等】

(1)【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

(訂正前)　32ページ

　 　
前連結会計年度

(平成19年３月31日現在)
当連結会計年度

(平成20年３月31日現在)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

<前略> 　 　 　 　 　 　 　

純資産の部 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 10,3712.3 　 10,3712.1

　２　資本剰余金 　 　 6,7111.5 　 17,4423.6

　３　利益剰余金 　 　 184,59341.3 　 193,84939.8

　４　自己株式 　 　 △43 △0.0 　 △3 △0.0

　　　株主資本合計 　 　 201,63345.1 　 221,66045.5

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　

　１　その他有価証券評価
　　　差額金

　 　 7,1931.6 　 3,3320.7

　２　為替換算調整勘定 　 　 23 0.0 　 △ 878△0.2

　　　評価・換算差額等合計 　 　 7,2171.6 　 2,4540.5

Ⅲ　少数株主持分 　 　 3,3970.7 　 3,3410.7

　　　純資産合計 　 　 212,24947.4 　 227,45646.7

　　　負債純資産合計 　 　 447,348100.0 　 486,767100.0

　 　 　 　 　 　 　 　
　

(訂正後)

　 　
前連結会計年度

(平成19年３月31日現在)
当連結会計年度

(平成20年３月31日現在)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

<前略> 　 　 　 　 　 　 　

純資産の部 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 10,3712.3 　 10,3712.1

　２　資本剰余金 　 　 6,7111.5 　 17,4423.6

　３　利益剰余金 　 　 184,59341.3 　 192,04839.5

　４　自己株式 　 　 △43 △0.0 　 △3 △0.0

　　　株主資本合計 　 　 201,63345.1 　 219,85945.2

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　

　１　その他有価証券評価
　　　差額金

　 　 7,1931.6 　 5,1341.0

　２　為替換算調整勘定 　 　 23 0.0 　 △ 878△0.2

　　　評価・換算差額等合計 　 　 7,2171.6 　 4,2560.8

Ⅲ　少数株主持分 　 　 3,3970.7 　 3,3410.7

　　　純資産合計 　 　 212,24947.4 　 227,45646.7

　　　負債純資産合計 　 　 447,348100.0 　 486,767100.0
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②【連結損益計算書】

(訂正前)　34ページ

　 　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
百分比
(％)

金額(百万円)
百分比
(％)

<前略> 　 　 　 　 　 　 　

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　 　

　１　親会社株式売却益 　 ― 　 　 1,993 　 　

　２　投資有価証券売却益 　 7,520 　 　 ― 　 　

　３　固定資産売却益 ※２ 486 8,0060.5 ― 1,9930.1

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　

　１　過年度役員退職慰労
　　　引当金繰入額

　 ― 　 　 1,463 　 　

　２　製品保証引当金繰入額 　 ― 　 　 1,059 　 　

　３　残存価額変更による
      過年度償却費

※３ 6,226 　 　 345 　 　

　４　固定資産除却損 ※４ 715 6,9420.5 ― 2,8670.1

　　　税金等調整前
　　　当期純利益

　 　 21,9561.5 　 21,6241.4

　　　法人税、住民税
　　　及び事業税

　 9,265 　 　 6,356 　 　

　　　法人税等調整額 　 △ 631 8,6330.6 2,055 8,4120.6

　　　少数株主利益 　 　 30 0.0 　 105 0.0

　　　当期純利益 　 　 13,2910.9 　 13,1070.8
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(訂正後)

　 　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
百分比
(％)

金額(百万円)
百分比
(％)

<前略> 　 　 　 　 　 　 　

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　 　

　１　投資有価証券売却益 　 7,520 　 　 ― 　 　

　２　固定資産売却益 ※２ 486 8,0060.5 ― ― ―

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　

　１　過年度役員退職慰労
　　　引当金繰入額

　 ― 　 　 1,463 　 　

　２　製品保証引当金繰入額 　 ― 　 　 1,059 　 　

　３　残存価額変更による
      過年度償却費

※３ 6,226 　 　 345 　 　

　４　固定資産除却損 ※４ 715 　 　 ― 　 　

　５　親会社株式売却損 　 ― 6,9420.5 1,029 3,8970.2

　　　税金等調整前
　　　当期純利益

　 　 21,9561.5 　 18,6011.2

　　　法人税、住民税
　　　及び事業税

　 9,265 　 　 6,356 　 　

　　　法人税等調整額 　 △ 631 8,6330.6 834 7,1910.5

　　　少数株主利益 　 　 30 0.0 　 105 0.0

　　　当期純利益 　 　 13,2910.9 　 11,3050.7
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③【連結株主資本等変動計算書】

当連結会計年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日)

(訂正前)　36ページ

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日残高(百万円) 10,371 6,711 184,593 △43 201,633

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

　株式交換による新株の発行 　 7,056 　 　 7,056

　剰余金の配当 　 　 △3,798 　 △3,798

　当期純利益 　 　 13,107 　 13,107

　持分変動による変動 　 　 △52 △5 △58

　自己株式の取得 　 　 　 △2 △2

　自己株式の処分 　 24 　 5 30

　株式交換による自己株式の割当 　 3,649 　 42 3,691

　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 　

連結会計年度中の変動額合計
(百万円)

― 10,730 9,255 40 20,027

平成20年３月31日残高(百万円) 10,371 17,442 193,849 △3 221,660

　

　

評価・換算差額等
少数株主
持分

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

平成19年３月31日残高(百万円) 7,193 23 7,217 3,397 212,249

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

　株式交換による新株の発行 　 　 　 　 7,056

　剰余金の配当 　 　 　 　 △3,798

　当期純利益 　 　 　 　 13,107

　持分変動による変動 　 　 　 　 △58

　自己株式の取得 　 　 　 　 △2

　自己株式の処分 　 　 　 　 30

　株式交換による自己株式の割当 　 　 　 　 3,691

　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額(純額)

△3,861 △902 △4,763 △56 △4,820

連結会計年度中の変動額合計
(百万円)

△3,861 △902 △4,763 △56 15,207

平成20年３月31日残高(百万円) 3,332 △878 2,454 3,341 227,456
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(訂正後)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日残高(百万円) 10,371 6,711 184,593 △43 201,633

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

　株式交換による新株の発行 　 7,056 　 　 7,056

　剰余金の配当 　 　 △3,798 　 △3,798

　当期純利益 　 　 11,305 　 11,305

　持分変動による変動 　 　 △52 △5 △58

　自己株式の取得 　 　 　 △2 △2

　自己株式の処分 　 24 　 5 30

　株式交換による自己株式の割当 　 3,649 　 42 3,691

　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 　

連結会計年度中の変動額合計
(百万円)

― 10,730 7,454 40 18,225

平成20年３月31日残高(百万円) 10,371 17,442 192,048 △3 219,859

　

　

評価・換算差額等
少数株主
持分

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

平成19年３月31日残高(百万円) 7,193 23 7,217 3,397 212,249

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

　株式交換による新株の発行 　 　 　 　 7,056

　剰余金の配当 　 　 　 　 △3,798

　当期純利益 　 　 　 　 11,305

　持分変動による変動 　 　 　 　 △58

　自己株式の取得 　 　 　 　 △2

　自己株式の処分 　 　 　 　 30

　株式交換による自己株式の割当 　 　 　 　 3,691

　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額(純額)

△2,059 △902 △2,961 △56 △3,018

連結会計年度中の変動額合計
(百万円)

△2,059 △902 △2,961 △56 15,207

平成20年３月31日残高(百万円) 5,134 △878 4,256 3,341 227,456
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

(訂正前)　37ページ

　 　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円) 金額(百万円)

<前略> 　 　 　

　１　税金等調整前当期純利益 　 21,956 21,624

<中略> 　 　 　

　13　親会社株式売却益 　 ― △ 1,993

<後略> 　 　 　

　

(訂正後)

　 　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円) 金額(百万円)

<前略> 　 　 　

　１　税金等調整前当期純利益 　 21,956 18,601

<中略> 　 　 　

　13　親会社株式売却損 　 ― 1,029

<後略> 　 　 　

　

注記事項

(有価証券関係)

当連結会計年度

(訂正前)　49ページ

<前略>

５　当連結会計年度中に売却したその他有価証券(自 平成19年４月１日　至 平成20年３月31日)

売却額(百万円) 売却益の合計額(百万円) 売却損の合計額(百万円)

79 66 ―

<後略>

 

(訂正後)

<前略>

５　当連結会計年度中に売却したその他有価証券(自 平成19年４月１日　至 平成20年３月31日)

売却額(百万円) 売却益の合計額(百万円) 売却損の合計額(百万円)

2,907 66 1,029

<後略>
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(企業結合等関係)

(訂正前)　53ページ

前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

　 　<前略>

７．企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定

した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼ

す影響の概算額

　売上高 1,575,408百万円

　営業利益 22,795百万円

　経常利益 22,923百万円

　税金等調整前当期純利益 22,057百万円

　当期純利益 13,387百万円

　１株当たり当期純利益 117円06銭

（概算額の算定方法）

企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定

して算定された売上高および損益情報を影響の概算

額としている。

なお、当該注記は監査証明を受けていない。

　

(訂正後)

前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

　 　<前略>

７．企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定

した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼ

す影響の概算額

　売上高 1,575,408百万円

　営業利益 22,795百万円

　経常利益 22,923百万円

　税金等調整前当期純利益 19,034百万円

　当期純利益 11,585百万円

　１株当たり当期純利益 101円30銭

（概算額の算定方法）

企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定

して算定された売上高および損益情報を影響の概算

額としている。

なお、当該注記は監査証明を受けていない。
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(１株当たり情報）

(訂正前)　57ページ

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 1,869.37円１株当たり純資産額 1,915.10円

１株当たり当期純利益 118.97円１株当たり当期純利益 114.61円

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在していないため記載していない。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在していないため記載していない。

(注)　算定上の基礎

　<中略>

２　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当期純利益（百万円） 13,291 13,107

普通株主に帰属しない金額（百万円） ─ ―

普通株式に係る当期純利益（百万円） 13,291 13,107

普通株式の期中平均株式数（株） 111,723,286 114,363,269

(訂正後)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 1,869.37円１株当たり純資産額 1,915.10円

１株当たり当期純利益 118.97円１株当たり当期純利益 98.86円

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在していないため記載していない。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在していないため記載していない。

(注)　算定上の基礎

　<中略>

２　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当期純利益（百万円） 13,291 11,305

普通株主に帰属しない金額（百万円） ─ ―

普通株式に係る当期純利益（百万円） 13,291 11,305

普通株式の期中平均株式数（株） 111,723,286 114,363,269

　

EDINET提出書類

トヨタ車体株式会社(E02149)

訂正有価証券報告書

15/16



独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書

　

平成21年３月31日

トヨタ車体株式会社

　取　締　役　会　御　中

　

あらた監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　山　田　美　典　　

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　大　場　康　史　　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ているトヨタ車体株式会社の平成19年４月１日から平成20年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわ

ち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細

表について監査を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財

務諸表に対する意見を表明することにある。 

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当

監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査

を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含

め全体としての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のため

の合理的な基礎を得たと判断している。 

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ト

ヨタ車体株式会社及び連結子会社の平成20年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の

経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

　

追記情報 

１．有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の２第１項の規

定に基づき連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の連結財務諸表について監査を行った。

２．会計処理の変更に記載されているとおり、会社は当連結会計年度より役員退職慰労引当金を計上している。

３．会計処理の変更に記載されているとおり、会社は当連結会計年度より有形固定資産の減価償却方法を変更してい

る。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(※)上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出会社)

が別途保管しております。
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